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「江戸東京野菜」で東京農業を元気に
ＪＡ東京中央会が 52種を登録

　
「
江
戸
東
京
野
菜
」
は

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
40
年

ご
ろ
ま
で
の
間
に
都
内
の

農
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

固
定
種
か
、
現
在
も
そ
の

当
時
の
栽
培
法
に
よ
り
作

ら
れ
て
い
る
野
菜
を
指

す
。Ｊ
Ａ
や
東
京
都
職
員
、

農
業
者
な
ど
11
人
の
委
員

で
構
成
し
た
江
戸
東
京
野

菜
推
進
委
員
会
は
こ
れ
ま

で
、
52
種
類
を
認
定
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
な

ど
で
購
入
が
可
能
だ
。 

　
「
江
戸
東
京
野
菜
」
は

昔
な
が
ら
の
品
種
の
た

め
、
病
気
に
弱
い
な
ど
の

問
題
が
あ
り
安
定
生
産
が

難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。

替
わ
っ
て
手
軽
に
大
量
生

産
で
き
る
野
菜
に
押
さ
れ

た
ほ
か
、
都
内
の
農
地
が

減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、

生
産
の
維
持
が
危
惧
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

　

そ
れ
で
も
地
域
の
歴
史

を
伝
え
る
存
在
と
し
て
注

目
さ
れ
、
同
中
央
会
が
設

置
し
た
江
戸
東
京
野
菜
推

進
委
員
会
を
は
じ
め
、
江

戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
戸
東

京
野
菜
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

協
会
、
生
産
者
ら
の
努
力

で
「
江
戸
東
京
野
菜
」
は

徐
々
に
息
を
吹
き
返
し
、

認
知
さ
れ
普
及
し
始
め
て

い
る
。
中
に
は
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

　

■

　

西
多
摩
地
域
で
も
「
江

戸
東
京
野
菜
」
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
代
表
は
の
ら

ぼ
う
菜
。

　

あ
き
る
野
市
小
中
野
の

子こ
や
す生

神
社
に
は
「
野
良
坊

菜
之
碑
」
が
あ
る
。
３
月

に
は
「
小
中
野
の
ら
ぼ
う

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
る
。

境
内
に
「
の
ら
ぼ
う
菜
」

の
市
が
立
ち
、
発
祥
地
の

味
を
求
め
て
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
う
。

　

五
日
市
地
区
の
ら
ぼ
う

菜
生
産
者
で
組
織
す
る
Ｊ

Ａ
あ
き
が
わ
五
日
市
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
「
の

ら
ぼ
う
部
会
」
は
五
日
市

地
区
の
学
校
給
食
で
の

「
食
農
教
育
」
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
へ
の
提
供
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

　

■

　

奥
多
摩
町
に
１
０
０
年

以
上
前
か
ら
伝
わ
る
昔
な

が
ら
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
あ

る
。
そ
の
名
は
「
治
助
イ

モ
」。
奥
多
摩
で
も
忘
れ

か
け
ら
れ
た
作
物
だ
っ
た

が
、
町
は
20
年
ほ
ど
前
か

ら
地
域
の
活
性
化
や
耕
作

放
棄
地
対
策
に
役
立
て
よ

う
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
明
治
時
代

に
奥
多
摩
に
住
ん
で
い
た

治
助
さ
ん
が
、
隣
の
檜
原

村
か
ら
種
芋
を
持
ち
帰
っ

た
の
が
、
そ
の
名
前
の
由

来
だ
と
い
う
。

　

そ
の
檜
原
村
で
は
「
お

い
ね
の
つ
る
芋
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

昔
、
檜
原
村

に
嫁
い
で
来

た
お
い
ね
さ

ん
が
隣
の
山

梨
都つ

る留
地
方

か
ら
持
っ
て

来
た
芋
を
植

え
、
育
て
た

こ
と
か
ら
名

前
が
付
い
た

そ
う
だ
。

　

■

　

関
東
一
円
で
知
ら
れ
る

の
が
奥
多
摩
ワ
サ
ビ
。
多

　

東
京
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
伝
統
野
菜
を
「
江
戸
東
京

野
菜
」
と
い
う
。
都
民
に
広
く
提
供
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ａ

東
京
中
央
会
（
野
﨑
啓
太
郎
会
長
）
が
２
０
１
１
年
に

こ
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
た
。

のらぼう菜の収穫（あきる野市五日市）

関
東
一
円
で
知
ら
れ
る
の
が
奥
多
摩
ワ
サ
ビ

摩
川
の
清
流
と
冷
涼
な
気

候
に
恵
ま
れ
た
奥
多
摩
で

は
、
文
化
文
政
の
頃
に
は

盛
ん
に
ワ
サ
ビ
栽
培
が
行

わ
れ
て
い
た
。
文
政
６
年

（
１
８
２
３
）
の
「
武
蔵

名
勝
図
会
海
沢
村
の
条
」

に
は
「
山わ
さ
び葵
こ
の
地
の
名

産
な
り
。
多
く
作
り
て
江

戸
神
田
へ
出
す
」と
あ
り
、

寿
司
の
ネ
タ
と
酢
飯
の
間

に
ワ
サ
ビ
を
付
け
た
江
戸

前
の
握
り
寿
司
が
考
案
さ

れ
た
頃
と
、
時
代
は
重
な

る
と
い
う
。

　

奥
多
摩
ワ
サ
ビ
は
山
中

の
沢
で
栽
培
さ
れ
る
水
ワ

サ
ビ
で
、
寒
暖
差
が
大
き

い
た
め
、
辛
み
が
強
い
の

が
特
徴
。
江
戸
時
代
に
は

将
軍
家
に
献
上
さ
れ
て
い

た
。

　

■

　

野
﨑
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
東

京
中
央
会
と
し
て
江
戸
東

京
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

引
き
続
き
力
を
入
れ
、
生

産
と
流
通
を
し
っ
か
り
後

押
し
し
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

専
念
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
新
し
い
野
菜
栽
培
に

挑
戦
す
る
ほ
か
、
大
蔵
ダ

イ
コ
ン
、亀
戸
ダ
イ
コ
ン
、

下
山
千
歳
白
菜
な
ど
の
江

戸
東
京
野
菜
を
作
っ
て
き

た
。

　

新
町
と
今
井
に
あ
る
計

３
０
０
㌃
の
畑
で
は
現

在
、
ほ
ぼ
出
荷
を
終
え
た

後ご
せ
き関
晩
生
小
松
菜
、
１
月

中
、
下
旬
の
出
荷
を
予
定

す
る
金
町
コ
カ
ブ
、
馬
込

三
寸
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
育

っ
て
い
る
。

　

今
年
は
猛
暑
に
苦
労
し

た
が
、
や
は
り
大
敵
は
い

つ
で
も
病
害
虫
。
中
で
も

キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
ブ
、
大

根
、
小
松
菜
、
白
菜
な
ど

の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
に

発
生
す
る
蛾
の
幼
虫
の
シ

ン
ク
イ
ム
シ
に
気
を
配
る

な
ど
、
品
質
確
保
に
全
力

で
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
「
良
い
物
が
で
き
た
時

が
農
業
の
何
よ
り
の
喜

び
。
栽
培
は
難
し
い
が
、

や
り
が
い
が
あ
る
」
と
関

塚
さ
ん
。
Ｊ
Ａ
西
東
京
霞

園
芸
生
産
組
合
長
を
務
め

る
な
ど
多
忙
な
毎
日
だ

が
、
充
実
感
が
顔
に
満
ち

て
い
る
。

江戸東京野菜の栽培に情熱
　

青
梅
市
新
町
の
関
塚
貢

司
さ
ん
（
68
）
は
、
江
戸

東
京
野
菜
の
栽
培
に
力
を

注
い
で
い
る
。
50
代
半
ば

で
会
社
勤
め
を
辞
め
、
祖

父
の
代
か
ら
続
く
農
業
に

関塚貢司さん　青梅市新町

金町コカブの畑で育ち具合を見る関塚さん

職人技のネットワークで
快適な生活空間を造ります
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